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振 り 込 め 詐 欺 に 注意 【振り込め詐欺被害防止合言葉】▶現金は、本人にしか渡しません。▶振り込みません。知らない人の口座には。▶すぐ相談。電話で「お金」と言われたら。

人口 …… 90,286人 （＋142人）
男  …… 46,881人 （＋74人）
女  …… 43,405人 （＋68人）

世帯 …… 42,007世帯 （＋124世帯）

市の人口と世帯数 今月の主な内容
被害を減らし、命を守る防災対策／下水道の日 � ●❷
アルツハイマー月間／広報配置場所 � ❸
生産緑地法改正のお知らせ／屋外広告物の適正
な管理／動物愛護週間 � ●❹
市民の声ボックス／秋のスポーツ教室 � ●❺

お知らせＨＯＴコーナー 
案内、催し、募集�  ６～9
子育て情報コーナー／保健センターからのお知
らせ � ●❿
各種無料相談／８４０伝言板 � ●⓫
やしお八つの野菜de健康レシピ／いきいきやしお
写真館 � ●⓬

平成30年（2018年）８月１日現在
前月比

自転車保険に加入しましょう

自転車シミュレーターを使った交通安全教室自転車シミュレーターを使った交通安全教室

なぜ義務化するの？
　自転車事故を起こした際の被害者救済や、加害者の経済的負担の軽減
を図るために義務化されました。
自転車保険の種類は？
　自転車保険には、他人にケガをさせたり、他人の物を壊したりして損
害賠償責任が発生した場合に備える「賠償責任保険」と自分がケガをし
た場合に備える「傷害保険」があります。万一に備えて「賠償責任保険」
に必ず入りましょう。

対象
種類

事故の相手 本人

生命・身体 財産（物） 生命・身体

賠償責任保険 〇 〇 ×

傷害保険 × × 〇

どのくらいの補償額の保険に入ればいいの？
　約１億円の賠償を求められた事故事例があります。保険に加入の際は、
補償額にも注意しましょう。
自転車事故の賠償事例

賠償額 事故の概要 判決

9,521万円
11歳の男児が夜間に自転車を走行中、歩行中の62
歳の女性と正面衝突し、頭

ず

蓋
がい

骨
こつ

骨折などの傷害を
負わせ、女性は意識が戻らない状態となった。

平成25年
神戸地裁

　４月から、県内では自転車保険（賠償責任保険）への加入が義務にな
りました。交通防犯課窓口で、保険の案内のパンフレットを配布してい
ますので、まだ加入されていない方は、保険に加入しましょう。

　8月20日㈪～24日㈮に、やしお生涯楽習館で自転車シミュレーターを使った交通安全教室を開催し、子どもから高齢者まで76人が体験し
ました。
　県内では、今年に入り自転車運転者の安全確認不足による交通死亡事故が多発しており、8月27日現在で29人（前年比9人増加）の方が亡
くなっています。自転車を利用する際は、安全確認を十分に行うとともに、交通ルールを守りましょう。また、自分の身を守るためにもヘ
ルメットを着用しましょう。 物交通防犯課☎奮３９７

○携帯電話・スマートフォンを使用しながらの運転
○イヤホン・ヘッドホンを使用しながらの運転
○傘差し運転
　これらは、周りの状況や運転に対する注意力が下がり、大変危険です。
自転車を正しく利用して、事故のないまちを目指しましょう。

自転車の危険運転禁止

Ⓒ埼玉県2005 Ⓒ埼玉県2005
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図２　ライフライン復旧予測日数

てんぷら油やサラダ油の廃油

髪の毛、野菜くず、ゴミ

ガソリン、灯油、シンナー、石油、
アルコール類などの鉱物油類

２

３

４

庭
や
工
場
か
ら
の
汚
れ
た
水
を
速

や
か
に
排
除
し
、
悪
臭
や
ハ
エ
・

蚊
の
発
生
し
に
く
い
、
衛
生
的
で

住
み
よ
い
街
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
の
し
く
み

　
下
水
道
（
汚
水
）
は
、
管
き
ょ
、

ポ
ン
プ
場
お
よ
び
終
末
処
理
場
の

３
つ
の
施
設
か
ら
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。

○
管
き
ょ

　
主
に
道
路
に
埋
設
し
て
い
る
管

で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
塩
化

ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
で
き
て
い
ま
す
。

　
管
き
ょ
は
、
家
庭
や
工
場
か
ら

の
汚
れ
た
水
を
終
末
処
理
場
ま
で

流
す
た
め
の
施
設
で
、
維
持
管
理

が
で
き
る
よ
う
に
、
必
要
な
場
所

に
マ
ン
ホ
ー
ル
を
設
置
し
て
あ
り

ま
す
。

○
ポ
ン
プ
場

　
下
水
は
自
然
流
下
で
流
れ
て
お

り
、
徐
々
に
管
き
ょ
の
埋
設
位
置

が
深
く
な
る
た
め
、
下
水
を
地
表

近
く
ま
で
く
み
上
げ
る
施
設
で
す
。

市
内
で
は
、
八
潮
八
丁
目
に
西
袋

汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
が
あ
り
ま
す
。

○
終
末
処
理
場

　
管
き
ょ
で
集
め
ら
れ
た
下
水
を

き
れ
い
に
す
る
た
め
の
施
設
で
す
。

八
潮
市
の
下
水
は
、
三
郷
市
に
あ

る
中
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー
で
処
理

さ
れ
て
中
川
に
放
流
し
て
い
ま
す
。

○
美
し
い
自
然
を
守
り
ま
す

　
汚
し
た
水
を
そ
の
ま
ま
川
や
海

へ
流
す
と
、
豊
か
な
美
し
い
自
然

や
都
市
の
環
境
は
破
壊
さ
れ
、
水

利
用
に
も
大
き
な
支
障
が
生
じ
ま

す
。

　
「
自
然
か
ら
得
た
き
れ
い
な
水

は
、
ふ
た
た
び
、
も
と
の
状
態
に

し
て
自
然
に
か
え
す
」
こ
と
が
、

私
た
ち
の
負
っ
て
い
る
義
務
で
す
。

　
そ
し
て
、
下
水
道
は
、
そ
の
た

め
に
欠
か
せ
な
い
施
設
で
す
。

○
住
み
よ
い
環
境
を
創
り
ま
す

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
家

　
国
の
地
震
調
査
研
究
に
よ
る
と
、

今
後
３０
年
以
内
に
は
、
７０
パ
ー
セ

ン
ト
の
確
率
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
ク
ラ
ス
の
首
都
直
下
型
地
震
が

発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
、
市
内
に

お
い
て
も
震
度
６
強
の
揺
れ
に
よ

り
、
図
１
の
よ
う
な
状
況
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

２
電
気・ガ
ス・上
水
道・

下
水
道
な
ど
が
使
え

な
く
な
り
ま
す

　
大
き
な
地
震
の
発
生
後
、
被
害

を
受
け
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
復
旧

す
る
ま
で
、
図
２
の
よ
う
な
日
数

が
必
要
で
あ
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
６
月
に
大
阪
北
部
地
震
、
７
月
に
西
日
本
豪
雨
が
発
生
す
る
な
ど
、
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

災
害
か
ら
、
自
分
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
防
災
に
対
す
る
意
識
を
も
ち
、
水
・
食
料
な
ど
の
備
蓄
、
情
報
収
集
な
ど
、
日

ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
大
切
で
す
。

物
危
機
管
理
防
災
課
☎
奮
３
０
５
　
下
水
道
の
役
割
、
し
く
み
、
正
し
い
使
い
方
な
ど
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

物
下
水
道
課
☎
奮
２
６
２

災
害
は
他
人
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
！

大
切
な
こ
と
は
、

一
人
ひ
と
り
が
取

り
組
む
防
災
対
策

１
大
地
震
の
発
生
確
率

は
７０
パ
ー
セ
ン
ト

表　備蓄品の例（最低３日分以上）
○飲料水
○食料品（カップめん、缶詰、ビスケットなど）
○救急用品（常備薬、消毒液、絆

ばん

創
そう

膏
こう

、包帯など）
○衛生用品（トイレットペーパー、ティッシュペーパー、
生理用品など）
○衣類（下着、シャツなど）
○照明（ランタン、懐中電灯など）
○その他（カセットコンロ、ラジオなど）
乳幼児のいる家族
○粉ミルク、ほ乳びん
○離乳食、スプーン
○おしりふき、紙おむつ
高齢者や障がい者のいる家族
○紙おむつ
○常用薬
○補助具（車いす、補聴器、
　白杖など）
○障がい者手帳

下水道へ流してはいけないもの！！
水に溶けないもの

トイレに、ティッシュ、紙おむつ、
生理用品、布類、シート類、ガム、
ゴム製品、タバコの吸殻などを流す
と、排水管や下水道管内が詰まる原
因になります。

１

排水溝に流すタイプの食用油処理剤
を使用しても環境へ与える油の影響
は軽減されません。廃油は流さずに
ゴミとして処理しましょう。排水管や
下水道管内でせっけんと油が化合し
て固まり、詰まりの原因となります。

排水管や下水道管が詰まったり、下
水処理場の機能を低下させます。

排水管や下水道管の中で揮発性のガ
スが発生し、爆発を起こす原因とな
ります。

下
水
道
の
役
割

～
下
水
道
の
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
～

９
月
１０
日
は『
下
水
道
の
日
』で
す

被
害
を
減
ら
し
、命
を
守
る
防
災
対
策

１
生
き
延
び
る
た
め
の

備
蓄
を
し
ま
し
ょ
う

　

災
害
時
に
は
、
電
気
や
ガ
ス
、

水
道
な
ど
が
停
止
す
る
ほ
か
、
物

流
も
止
ま
り
、
食
料
な
ど
が
買
え

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

場
合
で
も
自
力
で
生
活
が
で
き
る

れ
が
あ
っ
た
と
き
は
、
丈
夫
な
テ

ー
ブ
ル
の
下
や
、
物
が
「
落
ち
て

こ
な
い
」「
倒
れ
て
こ
な
い
」「
移

動
し
て
こ
な
い
」
空
間
に
身
を
寄

せ
、
揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
様
子

を
見
ま
し
ょ
う
。

●
慌
て
た
行
動
は
ケ
ガ
の
も
と

　
屋
内
で
は
、
転
倒
・
落
下
し
た

家
具
類
や
、
割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
破

片
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
屋
外
で
は
瓦
、
窓
ガ
ラ
ス
、
看

板
な
ど
が
落
ち
て
く
る
危
険
性
が

あ
る
た
め
、
慌
て
て
外
に
飛
び
出

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
危
険
な
箇
所
に
近
寄
ら
な
い

　
屋
外
で
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た

ら
、
倒
壊
の
お
そ
れ
の
あ
る
ブ
ロ

ッ
ク
塀
、
電
柱
、
自
動
販
売
機
、

橋
な
ど
に
は
近
寄
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・はわないと動くことができない。飛
ばされることもある。
・固定していない家具のほとんどが移
動し、倒れるものが多くなる。
・耐震性の低い木造建物は、傾くもの
や倒れるものが多くなる。
・大きな地割れが生じたり、大規模な
地滑りや山体の崩壊が発生することが
ある。

出典：気象庁ホームページ

出典：平成２４・２５年度埼玉県地震被害想定調査報告書

図1　震度6強による揺れ

よ
う
、
普
段
か
ら
食
料
や
飲
料
水

な
ど
の
生
活
に
必
要
な
も
の
を
備

蓄
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
表
の

よ
う
な
備
蓄
品
を
最
低
３
日
分
、

で
き
れ
ば
７
日
分
以
上
備
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

２
災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
身

の
守
り
方
を
知
り
ま
し
ょ
う

　
気
象
庁
の
緊
急
地
震
速
報
や
気

象
情
報
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
事
前
に
身
の
安
全
を
守

る
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
震
が
発
生
し
た
後
も
、
次
の
点

に
注
意
し
て
落
ち
着
い
て
行
動
し

ま
し
ょ
う
。

地
震
発
生
時
の
行
動

●
地
震
発
生
！！
ま
ず
は
身
の
安
全

を
最
優
先
に
す
る

　
緊
急
地
震
速
報
や
、
大
き
な
揺

×

×
×

×
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地域包括支援センターおよびオレンジカフェ一覧表
名称 住所 電話 担当地域

東部地域包括支援
センターやしお苑
（はなももカフェ）

南川崎２１０－ １ ☎９９８－８８９５
二丁目、木曽根、南川崎、
伊勢野、八潮 １ ～ ７丁
目

西部地域包括支援
センターケアセン
ター八潮
（ヤシオンカフェ）

鶴ケ曽根１１８４－
４ ☎９９４－５５６２

小作田、松之木、中馬場、
上馬場、西袋、柳之宮、
南後谷、中央 １ ～ ４丁
目、緑町 １・２・４丁目、
八潮 ８丁目

南部地域包括支援
センター埼玉回生
病院
（思い出喫茶）

大原４５５ ☎９９９－７７１７
大瀬、古新田、垳、大原、
浮塚、大曽根、大瀬 １
～ ６丁目、茜町 １丁目

北部地域包括支援
センターやしお寿
苑
（オレンジカフェ）

八條２９４－ ４ ☎９３０－５１２３
八條、鶴ケ曽根、八潮
団地、伊草、伊草団地、
新町、緑町 ３・ ５丁目

●
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
と

は
　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
認
知
症

の
原
因
疾
患
の
お
よ
そ
半
分
を
占

め
る
病
気
で
す
。
病
気
の
本
人
や

家
族
が
よ
り
良
く
生
活
で
き
る
施

策
の
充
実
を
目
指
し
て
活
動
を
行

っ
て
い
る
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

協
会
が
、「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
月
間
」
を
提
唱
し
ま
し
た
。
９

月
２１
日
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

と
制
定
さ
れ
て
お
り
、
世
界
各
国

で
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

●
認
知
症
と
は

　
認
知
症
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
脳
の
病
気
に
よ
る
も
の
で
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
レ
ビ
ー
小

体
型
認
知
症
、
脳
卒
中
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
原
因
で
、
脳
の
細
胞
が
死

ん
で
し
ま
っ
た
り
、
働
き
が
悪
く

な
っ
た
た
め
に
記
憶
力
や
判
断
力

に
障
が
い
が
起
こ
り
、
日
常
生
活

に
支
障
が
出
て
い
る
状
態
を
指
し

ま
す
。

●
認
知
症
に
は
、
早
期
診
断
・
治

療
が
大
切
で
す
！

・
治
療
に
よ
る
改
善
が
期
待
で
き

ま
す

　
正
常
圧
水
頭
症
や
慢
性
硬こ

う

膜ま
く

下か

血け
っ

腫し
ゅ

、
甲こ

う

状じ
ょ
う

腺せ
ん

機
能
低
下
症
な
ど

原
因
と
な
る
病
気
を
治
療
す
る
こ

と
で
症
状
が
改
善
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

・
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す

　
早
期
ほ
ど
薬
で
進
行
を
遅
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
、
生
活
習
慣
病
の

改
善
で
、
進
行
予
防
が
行
え
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。

・
記
憶
や
意
識
が
明
確
な
う
ち
に

備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
病
気
が
理
解
で
き
る
う
ち
に
受

診
し
、
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と

で
、
生
活
上
の
障
が
い
を
軽
減
で

き
、
そ
の
後
の
ト
ラ
ブ
ル
を
減
ら

す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
６
月
か
ら
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
を
配
置
し
ま
し

た
。
詳
し
く
は
、
下
表
の
担
当
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
市
で
は
、
認
知
症
検
診
を
実
施

し
て
い
ま
す

　
医
療
機
関
に
備
え
付
け
て
あ
る

「
脳
の
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
票
」
に

記
入
し
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
医

師
の
診
察
を
受
け
ま
す
。

腹
１１
月
３０
日
㈮
ま
で

複
指
定
の
医
療
機
関
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
参
照
く
だ
さ
い
）

覆
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
で
、
６０

歳
の
方
（
昭
和
３３
年
４
月
２
日
～

昭
和
３４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方
）
お
よ
び
６５
歳
以
上
の
方
（
昭

和
２９
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
）

弗
健
康
保
険
証
、
お
薬
手
帳

沸
無
料

○
認
知
症
に
関
す
る
講
演
会

「
も
う
こ
わ
く
な
い
！
認
知
症
」

腹
１０
月
１１
日
㈭　
午
後
１
時
３０
分

～
３
時

複
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

淵
認
知
症
の
予
防
と
早
期
発
見
や

対
応
に
つ
い
て

講
師　
小こ

平だ
い
ら

敦の
ぶ

之ゆ
き

さ
ん
（
認
知
症

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
武
里
病
院
医

療
相
談
室
室
長
）

払
８０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
９
月
１４
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は

電
話
で
長
寿
介
護
課
へ

○
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、

何
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
の
で
は

な
く
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
、
偏
見
を
持
た
ず
、
認
知

症
の
方
や
家
族
を
温
か
く
見
守
り
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
作
っ

て
い
く
た
め
の
応
援
者
で
す
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

◆
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　
左
表
の
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
（
認

知
症
カ
フ
ェ
）
は
、
認
知
症
の
方

や
家
族
、
地
域
の
方
や
専
門
職
の

方
な
ど
が
、
参
加
・
交
流
で
き
る

“
集
い
の
場
”
で
す
。

　

ゆ
っ
た
り
お
話
し
を
し
た
り
、

情
報
交
流
し
ま
し
ょ
う
。
ど
う
ぞ
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

は
、
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

５
人
以
上
の
団
体
を
対
象
に
「
生

涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」

に
お
い
て
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
講
座
を
受
講
し
た

方
に
は
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
と

「
埼
玉
県
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
証
」

が
授
与
さ
れ
ま
す
。

9
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
で
す

～
認
知
症
は
正
し
い
理
解
と
、

�
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
で
す
～
物
長
寿
介
護
課
☎
奮
４
４
８

ご
参
加
く
だ
さ
い
！

認
知
症
を
知
り
考
え
る

イ
ベ
ン
ト

　広報やしおは、毎月新聞折り込みのほか、下記の公共施設や、商業施設、金融機関などで手に入れることができま
すのでご利用ください。（※は新たに配置した場所） 物秘書広報課☎奮423

広 報 や し お を 配 置 し て い ま す広 報 や し お を 配 置 し て い ま す
配置場所

【八條】

あずみ苑八潮※
シルバータウンやしお※
すえひろ荘
たんぽぽカフェ
デイサービスヴィレクール※
デイサービスぽっかぽか※
八條図書館・八條公民館
八條郵便局
北部地域包括支援センターケア
ハウスやしお寿苑
リサイクルプラザ
ローソン八潮八條店

【鶴ケ曽根】

エイトアリーナ
介護老人保健施設ケアセンター
八潮
亀有信用金庫八條支店
さいかつ農業協同組合八潮八條
支店
埼玉りそな銀行八潮支店
社会福祉協議会
特別養護老人ホーム杜の家やし
お※
ベルク八潮鶴ケ曽根店
八潮北交番
やしお生涯楽習館

配置場所

【緑町】

青木信用金庫八潮支店
グループホーム八潮※
ツクイ八潮緑町※
ノルディックウォーキングデイ
サービスLOCO八潮※
柳之宮郵便局
わかまつや

【伊草】 マミーマート八潮伊草店※もいもい八潮※

【二丁目】埼玉縣信用金庫東八潮支店セブンイレブン八潮二丁目店

【木曽根】
亀有信用金庫東八潮支店
木曽根郵便局
寿楽荘

【南川崎】

愛・グループホーム潮止※
さいかつ農業協同組合潮止支店
東部地域包括支援センターやし
お苑
八潮中央総合病院
ゆまにて

【八潮】

だいばら児童館
だんらんの家八潮※
デイサービス思ひ出※
中馬場郵便局
文化スポーツセンター
保健センター

配置場所

【中央】

足立成和信用金庫八潮中央支店
いなげや八潮中馬場店
おふろ＆カフェ　デイサービス
とまと※
亀有信用金庫八潮支店
さいかつ農業協同組合八幡支店
埼玉縣信用金庫八潮支店
城北信用金庫八潮支店
中央二郵便局
ベストケア・デイサービスセン
ター八潮※
マルエツ八潮店
武蔵野銀行八潮支店
八潮ケアセンターそよ風※
八潮市水道部
八潮市商工会
八潮中央交番
八潮メセナ
八幡図書館・八幡公民館
レコードブック八潮中央※

【伊勢野】シルバー人材センター

【大瀬】

おおぜの郷※
京成バス戸ケ崎操車場停留所
古新田郵便局
城北信用金庫南八潮支店
セブンイレブン八潮大瀬店

配置場所

【大瀬】

千葉銀行八潮駅前支店
ブルーミングケア八潮大瀬※
フレスポ八潮 1階エレベーター
前
八潮駅構内
八潮駅前交番
八潮駅前出張所
八潮駅前郵便局

【大原】 南部地域包括支援センター埼玉
回生病院

【南後谷】資料館ファミリーマートアイダ八潮店

【大曽根】

愛の家　グループホーム八潮※
大曽根交番
亀有信用金庫南八潮支店
埼玉縣信用金庫八潮南支店
ザ・ビッグ八潮南店

【浮塚】 セブンイレブン八潮浮塚店
マイショップ八潮松田

【垳】 特別養護老人ホーム　八潮いこ
いの里※

【草加市
稲荷町】マルエツ草加稲荷店
【草加市
柿木町】市民温水プール
【草加市
手代町】セブンイレブン草加手代町店
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八潮市役所　☎048-996-2111 腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

【
生
産
緑
地
地
区
内
の
建
築
規
制

緩
和
】

　
従
来
の
施
設
に
加
え
、
生
産
緑

　
生
産
緑
地
は
、
市
街
化
区
域
内

に
お
い
て
農
業
な
ど
と
の
調
整
を

図
り
つ
つ
、
良
好
な
都
市
環
境
形

成
を
目
的
と
し
、
計
画
的
に
保
全

す
る
こ
と
を
都
市
計
画
で
定
め
た

農
地
で
す
。

主
な
改
正
内
容

【
生
産
緑
地
地
区
指
定
面
積
引
き

下
げ
】

　
生
産
緑
地
地
区
指
定
面
積
を
、

条
例
で
定
め
る
こ
と
で
３００
平
方
メ

ー
ト
ル
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
※
本
市
で
は
、
指
定
面
積
の
引

き
下
げ
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま

す
。

【
特
定
生
産
緑
地
制
度
の
創
設
】

　
生
産
緑
地
地
区
の
指
定
か
ら
３０

年
経
過
す
る
地
区
に
つ
い
て
、
特

定
生
産
緑
地
と
し
て
指
定
す
る
こ

と
に
よ
り
、
現
在
適
用
さ
れ
て
い

る
税
制
特
例
措
置
を
１０
年
延
長
す

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
地
区

指
定
か
ら
30
年
が
経
過
す
る
前
に

指
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
下

図
参
照
）。

　
※
本
市
で
は
、
特
定
生
産
緑
地

の
指
定
に
向
け
、
所
有
者
の
方
々

に
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。 生

産
緑
地
と
は

「
都
市
農
地
の
保
全
・
活
用
」
を
目
的
と
し
て
、
生
産
緑
地
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
産
緑
地
地
区
の
指

定
面
積
要
件
や
指
定
か
ら
３０
年
を
経
過
す
る
生
産
緑
地
地
区
に
対
応
す
る
特
定
生
産
緑
地
制
度
の
創
設
お
よ
び
建
築
規
制
が

緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

生
産
緑
地
法
改
正
の
お
知
ら
せ

生
産
緑
地
法
改
正
の
お
知
ら
せ

物
公
園
み
ど
り
課
☎
奮
３
２
１

　動物の愛護と適正な飼い方についての理解と関心を深めるため『動
物愛護週間』が設けられています。
　ペットは心を豊かにし、日常生活に癒しを与えてくれる大切な存在
です。
　しかし、鳴き声がうるさかったり、病気になったりと良い面ばかり
ではありません。時には近隣とのトラブルの原因にもなりかねません。
　ペットを飼う前にその習性をよく調べ、次のことに注意して最期ま
で面倒をみるようにしましょう。

【犬のフンの始末は飼い主の義務です】
　散歩時の犬のフンの始末は飼い主の大切なマナーです。
　また、犬のフンの処理は県および市の条例により飼い主に義務づけ
られています。
　犬のフンは必ず持ち帰りましょう。
【猫は室内で飼いましょう】
　猫を外で飼うことは、交通事故や感染症、他の猫とのケンカなど、
さまざまなリスクに猫をさらすこととなってしまいます。また、猫の
排
はい

泄
せつ

による悪臭被害や人の車を傷つけてしまうといった財産被害を引
き起こし、ご近所とのトラブルの原因になるかもしれません。
　猫の欲求を満たす環境を整えてあげれば室内飼育でも十分暮らすこ
とができます。
【野良猫にエサを与えるにはルールがあります】
　猫は１年に２～３回妊娠し、１回に４～８匹出産します。野良猫にエサを
与えると、多くの猫が周囲に集まり、繁殖し、結果的に交通事故や病
気の危険にさらされる不幸な猫を増やすことになります。エサを与え
るならば、近所の理解を得るとともに、不妊・去勢手術の実施やえさ
の後始末、フンや尿の後始末を行いましょう。

　屋外広告物は、情報提供や街のにぎわいに繋がる一方で、適正に管理
されていなければ倒壊や落下などにより重大な事故につながる恐れがあ
ります。
　看板などの屋外広告物を掲出している方は、定期的な点検を行ってく
ださい。また、のぼり旗を掲出している方は、歩道などに越境し、交通
の支障とならないよう管理をお願いします。
　なお、倒壊、落下などの恐れがある屋外広告物を見かけた方は、都市
計画課へお知らせください。

　市では、条例により、屋外広告物を掲出してはならない「禁止物件
（電柱、道路標識など）」を定め、禁止物件に貼られた違反広告物を定
期的に撤去しています。

【（左）禁止物件（電柱、道路標識など）に貼られた違反広告物】
【（右）違反広告物の撤去】

ペットは愛情と責任をもって飼いましょう 屋外広告物の適正な管理に努めましょう

違反広告物の除却活動を行う市民ボランティア団体を募集していま
す（現在５団体が活動中）。詳しくは、都市計画課へお問い合わせく
ださい。

物都市計画課☎焚348
物環境リサイクル課☎焚２３５

９月２０日から２６日は『動物愛護週間』です

図　特定生産緑地制度について

地
地
区
内
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物

を
主
な
原
材
料
と
し
た
、
製
造
・

加
工
・
販
売
施
設
お
よ
び
レ
ス
ト

ラ
ン
を
設
置
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

※国土交通省ＨＰより
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⑦ランニング＆ジョギング

⑧幼児体操

　走り方の基本動作や身体の使い方、動きづくりなど
の練習を、ラダーなどの器具を取り入れて行います。す
でに走っている方も、楽しむことが出来る内容です。

　跳び箱やマット、ボールなどの器具を使い、「調整力」
を発達させるための動きづくりの基礎となる、多種多
様な体操を行います。

①ピラティス
　身体の「正しい姿勢」を整えるため、無意識に動かし
ている「クセ」を修正し、関節可動域を広げる動きづく
りなどを行います。

弗�室内用運動靴、ヨガ
マットまたはバスタ
オル

払３０人（申込順）
沸４,０００円

腹�１０月１６日～１２月１１日（１０月３０
日を除く毎週火曜日・全８回）　
午前９時３０分～１０時３０分
複エイトアリーナ
覆市内在住・在勤の方

②健康ダンベル
　簡単な道具を用いて軽い筋力トレーニングと有酸素
運動を行います。

覆市内在住・在勤の方
弗室内用運動靴
払３０人（申込順）
沸４,０００円

腹�１０月１６日～１２月１1日（１０月３０
日を除く毎週火曜日・全８回）　
午前１０時４５分～１１時４５分
複エイトアリーナ

⑥骨盤リメイクヨガ
　骨盤を正常な位置に戻すようにアプローチし、骨盤
を中心に全身のバランス調整を行います。

弗�室内用運動靴、ヨガ　
マットまたはバスタ
オル　

払３０人（申込順）
沸３，５００円

腹�１０月１９日～１２月２１日（１１月２・９
・２３日を除く毎週金曜日・全７
回）　午前９時３０分～１０時３０分

複エイトアリーナ
覆市内在住・在勤の方

③はじめて簡単エアロ
　初心者向けの教室です。簡単な基本的ステップから
はじめます。また、運動量としても少なめなので、これ
から運動をはじめる人におすすめです。

覆市内在住・在勤の方
弗室内用運動靴
払３０人（申込順）
沸３,０００円

腹�１０月１６日～１２月１８日（１０月２３、
３０日を除く毎週火曜日・全８
回）　午後７時～７時４５分
複エイトアリーナ

覆�平成３０年４月２日現在
で満４歳・５歳の幼児

弗室内用運動靴
払２５人（申込順）
沸３,０００円

腹�１０月２０日～１２月１５日（１０月２７
日・１１月２４日・１２月１日を除く
毎週土曜日・全６回）　午後１時
３０分～２時３０分

複文化スポーツセンター

公園野球場
覆市内在住・在勤の方
弗室内用運動靴
払１5人（申込順）
沸３,０００円

腹�１０月２０日～１２月１５日（１０月２７
日・１１月２４日・１２月１日を除く
毎週土曜日・全６回）　午後３時
～４時１５分

複文化スポーツセンター、大原

④ダイエットエクササイズ
　運動量が多めの教室です。音楽にあわせて全身を動
かして、脂肪を燃やしましょう。ダンスが苦手な方でも、
大丈夫です。

覆市内在住・在勤の方
弗室内用運動靴
払３０人（申込順）
沸３,０００円

腹�１０月１６日～１２月１8日（１０月23、
３０日を除く毎週火曜日・全８
回）　午後８時～８時４５分

複エイトアリーナ

⑤リズミカルヨーガ
　呼吸に意識を向け、ポーズとポーズを解いた時のリ
ラックスな状態をリズミカルに行います。

弗�室内用運動靴、ヨガ　
マットまたはバスタ
オル

払３０人（申込順）
沸４,０００円

腹�１０月１７日～１２月１２日（１０月３１
日を除く毎週水曜日・全８回）　
午前１０時～１１時１０分

複エイトアリーナ
覆�市内在住・在勤の方

※�①～⑥の教室で定員に空きがあるときは、１教室１回
に限り、６００円（③④は５００円）で体験することができ
ます。

―共通―
仏�参加申込書（文化スポーツセンター、エイトアリーナ
または市ホームページで入手）に参加費を添えて９月
１４日から２８日までに、文化スポーツセンター（☎９９６
－５１２６、受付＝午前９時～午後５時）へ

　気軽にスポーツに親しむことができるよう、年齢・体力などに応じたさまざまなスポーツ教室を開催します。
問文化スポーツセンター☎９９６－５１２６

平 成 ３０ 年 度　秋のスポーツ教室

あ
な
た
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

市
民
の
声
ボ
ッ
ク
ス

　
市
民
の
声
ボ
ッ
ク
ス
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
・
提
案
な
ど
の

貴
重
な
「
声
」
を
市
長
に
直
接
伝

え
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い

く
た
め
の
制
度
で
す
。

　
日
ご
ろ
の
生
活
の
中
で
、
疑
問

に
感
じ
た
こ
と
や
、
市
政
に
対
す

る
意
見
や
提
案
な
ど
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　
利
用
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

投
書
箱
・
郵
送
用
封
筒

　
投
書
箱
お
よ
び
郵
送
用
封
筒
を

市
内
公
共
施
設
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
郵
送
用
封
筒
は
、
市

内
の
公
共
施
設
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
に
も
設
置
し
て
い

ま
す
。

※
郵
送
用
封
筒
の
中
に
投
書
用
紙

が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
秘
書
広
報
課
へ
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。
※
備
え
付
け
の
郵
送
用
封

筒
は
切
手
不
要

　

鯖
995
・
７
３
６
７
へ
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ア
ク
セ
ス

し
、「
市
民
の
声
ボ
ッ
ク
ス
送
信

画
面
」
か
ら
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
回
答
を
希
望
す
る
場
合
〕

　
市
民
の
声
ボ
ッ
ク
ス
で
回
答
を

希
望
す
る
場
合
は
、
次
の
必
須
事

項
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
住
所

▼
氏
名

郵
送

フ
ァ
ク
ス

電
子
メ
ー
ル

昨
年
度
の
声（
投
書
）

の
内
容
な
ど

　
平
成
２９
年
度
に
市
に
寄
せ
ら
れ

た
投
書
は
220
件
（
の
べ
２64
項
目
）

（
表
１
）
で
、
希
望
の
あ
っ
た
137

件
の
投
書
に
対
し
回
答
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
の
声
ボ
ッ
ク
ス
に

提
案
・
要
望
さ
れ
た
事
業
な
ど
に

つ
い
て
の
実
施
状
況
は
、
表
２
の

と
お
り
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
は
、

市
民
の
市
政
に
対
す
る
参
画
を
促

し
、
市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
原
点
と
な

る
も
の
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
市
政
に

関
係
す
る
意
見
や
提
案
な
ど
の

「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
回
答
方
法
（
電
子
メ
ー
ル
ま
た

は
郵
送
）

▼
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
電
子
メ
ー

ル
で
回
答
を
希
望
す
る
場
合
の

み
）

　
必
須
事
項
が
す
べ
て
記
載
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
個
人
の
特
定

が
で
き
な
い
た
め
、
回
答
で
き
ま

せ
ん
。

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
（
意
見
・
提
案
な
ど
）
を
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
す
た
め
、
市
民
の
声
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

物
秘
書
広
報
課
☎
奮
３
７
３

表１　平成29年度の投書内容
内容 件数（複数含）

事務処理、人事管理、市職員の対応など 36
道水路・下水道の整備、維持管理など 29
公共施設の整備および管理運営 25
交通規制、道路反射鏡、信号機、街路灯など 22
騒音、振動、悪臭、虫の駆除、草刈りなど 21
公園・遊歩道の設置・管理・整備など 17
健康・福祉に関すること 14
防災､治安対策、危機管理、防災無線など 12
ゴミの回収頻度、清掃、清掃指導について 10
保育所、学童保育所、幼稚園などの管理
運営 8

商業施設の誘致について 6
学校教育、学校の対応など 5
選挙について 5
公共交通機関について 5
その他 49

合計 264

表２　平成２９年度の市民の声ボックスへの提案・要望等に対しての主な施策
・事業の実施状況（一部抜粋）

提案・要望があった事業 提案・要望で実施した事業内容
道路照明灯の設置について（大
原小学校付近） 道路照明灯を設置しました。

交差点名標識の設置について 交差点名標識を設置しました。
車両のスピード抑制策について 啓発看板を設置しました。
路上駐車対策について 啓発看板の設置および警察に巡回を依頼しました。
公園の芋虫への対応について 専門業者による薬剤散布を行いました。
公園内を自転車で走る人への対
応について 公園のパトロールの強化および禁止看板を設置しました。

八幡小学校校庭の砂埃
ぼこり

について 当該学校へスプリンクラーの使用頻度を増やすよう依頼しました。
平成２９年度八潮市保育所入所選
考基準に係る兄弟姉妹が幼稚園
に在園している場合の加点がな
いことについて

平成３０年度八潮市保育所入所選考基準において、兄弟姉妹が
幼稚園（就労など保育認定に該当する事由のため預託してい
る場合に限る）に在園している場合（新年度選考時は、卒園予
定児を除く）についても、加点の対象としました。

ゆまにて子育てひろばの畳の交
換について 畳の上にジョイントマットを敷きました。

だいばら児童館の空気清浄加湿
器の設置について 空気清浄加湿器を設置しました。
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おしらせＨＯＴコーナー　案内・催しおしらせＨＯＴコーナー　案内・催し
八
潮
市
議
会
定
例
会
の
傍
聴

　
平
成
３０
年
第
３
回
八
潮
市
議
会
定
例
会

を
９
月
２１
日
㈮
ま
で
開
会
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
日　
９
月
１８
日
㈫
～
２０
日
㈭

※
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
仕
事
全

般
に
つ
い
て
、
執
行
機
関
か
ら
現
在
の
状

況
や
こ
れ
か
ら
の
考
え
を
聞
く
こ
と

払
各
日
４２
人
（
当
日
先
着
順
）

物
議
事
調
査
課
☎
焚
２
７
７

会
議
の
開
催

●
第
１
回
八
潮
市
都
市
計
画
審
議
会
の
傍

聴腹
９
月
２５
日
㈫　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

複
八
潮
市
商
工
会
館
大
会
議
室

淵
八
潮
市
市
街
化
調
整
区
域
ま
ち
づ
く
り

基
本
方
針
、
草
加
都
市
計
画
地
区
計
画
の

変
更
に
つ
い
て

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）　

物
都
市
計
画
課
☎
焚
３
６
８

●
自
治
基
本
条
例
検
証
委
員
会
の
傍
聴

腹
９
月
２６
日
㈬　
午
後
２
時
～
４
時

複
別
館
Ｂ
会
議
室

淵
自
治
基
本
条
例
の
検
証
に
つ
い
て

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
市
民
協
働
推
進
課
☎
焚
４
６
５

●
第
３
回
市
民
活
動
推
進
委
員
会
の
傍
聴

腹
１０
月
３
日
㈬　
午
後
２
時
～

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
セ
ミ
ナ
ー
室
１

淵
提
言
書
（
案
）
の
検
討
な
ど
に
つ
い
て

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
市
民
協
働
推
進
課
☎
焚
４
６
５

●
平
成
３０
年
度
第
１
回
八
潮
市
高
齢
者
保

健
福
祉
推
進
審
議
会
の
傍
聴

腹
１０
月
４
日
㈭　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分　

複
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室

淵
第
６
期
八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
平
成
２９
年
度
事

業
報
告
な
ど
に
つ
い
て

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
長
寿
介
護
課
☎
焚
４
４
７

資
料
館
の
臨
時
休
館

　
収
蔵
資
料
を
殺
虫
・
殺
菌
す
る
燻く

ん
じ
ょ
う蒸
作

業
を
行
う
た
め
休
館
し
ま
す
。

腹
１０
月
２
日
㈫
～
４
日
㈭

物
資
料
館
☎
９９７
・
６
６
６
６

保
険
証
の
更
新

　
現
在
使
用
し
て
い
る
八
潮
市
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
の
有
効
期

限
は
、
平
成
３０
年
９
月
３０
日
ま
で
で
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、
一
部
の
方
を
除
き

９
月
下
旬
に
簡
易
書
留
に
て
郵
送
し
ま
す

の
で
、
郵
便
受
け
や
玄
関
に
表
札
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。
保
険
証
は
住
民
登
録
の
住

所
に
送
付
し
ま
す
。
住
民
登
録
地
以
外
の

居
所
へ
は
保
険
証
が
郵
送
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
転
居
な
ど
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
な
ど
を
必
ず
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
有
効
期
限
が
切
れ
た
保

険
証
は
、
市
役
所
へ
返
却
ま
た
は
処
分
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
災
害
・
失
業
な
ど
に
よ
り
生
活

が
著
し
く
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、
窓
口

で
の
医
療
費
一
部
負
担
金
の
免
除
や
国
保

税
の
減
免
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

物
国
保
年
金
課
☎
焚
８
２
８

平
成
３０
年
度
入
学
準
備
金
・

教
育
資
金
貸
付

①
入
学
準
備
金
（
無
利
子
）

覆
高
校
・
専
修
学
校
・
大
学
に
入
学
す
る

こ
と
が
確
実
な
方
の
保
護
者
で
、
入
学
費

用
の
支
払
い
が
困
難
な
方

貸
付
限
度
額　
▼
高
校
・
専
修
学
校
＝
１５

万
円
▼
大
学
＝
２５
万
円

受
付
期
間　
１
回
目
＝
９
月
２５
日
～
１０
月

１５
日
※
２
回
目
の
受
付
も
あ
り
ま
す
。

※
合
格
発
表
前
で
も
申
請
可

返
済
方
法　
入
学
後
６
カ
月
据
え
置
き
・

修
学
期
間
終
了
ま
で
に
返
済

②
教
育
資
金
（
無
利
子
）

　
長
田
義
弘
教
育
基
金
な
ど
を
原
資
と
し

て
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

覆
高
校
・
専
修
学
校
・
大
学
に
在
学
中
ま

た
は
、
入
学
す
る
こ
と
が
確
実
で
、
経
済

的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
方

貸
付
限
度
額　
▼
高
校
・
専
修
学
校
＝
３０

万
円
▼
大
学
＝
５０
万
円

受
付
期
間　
毎
月
１
日
か
ら
１５
日
（
最
終

受
付
月
＝
２
月
）
※
来
年
度
入
学
に
伴
う

教
育
資
金
の
申
請
は
、
入
学
準
備
金
の
受

付
期
間
に
一
緒
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

返
済
方
法　
卒
業
後
６
カ
月
据
え
置
き
・

５
年
以
内
に
返
済

※
市
内
小
中
学
生
の
保
護
者
の
方
へ
の
貸

し
付
け
も
あ
り
ま
す
。

―
①
②
共
通
―�

�
覆
市
内
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、

引
き
続
き
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る
方��

連
帯
保
証
人　
要
１
人
（
住
所
・
所
得
要

件
な
ど
あ
り
）�

�

物
教
育
総
務
課
☎
焚
３
７
７

長
寿
祝
金
の
給
付

　
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
高

齢
者
を
敬
愛
し
、
長
寿
祝
金
を
給
付
し
ま

す
。

覆
９
月
１５
日
現
在
（
基
準
日
）、
市
内
に

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成
３０
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
３１
年
３
月
３１
日
ま
で

に
、
満
７７
・
８０
・
８８
・
９０
・
９９
歳
以
上
に

達
す
る
方

※
対
象
と
な
る
方
に
は
、
９
月
１５
日
以
降

に
給
付
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
９

月
２８
日
ま
で
に
口
座
振
込
依
頼
書
を
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

物
長
寿
介
護
課
☎
焚
４
４
７

内
職
の
あ
っ
せ
ん

　
市
で
は
、
内
職
相
談
に
お
い
て
あ
っ
せ

ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。
内
職
に
興
味
の
あ

る
方
や
内
職
を
希
望
す
る
方
は
内
職
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
求
人
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確

認
で
き
ま
す
。

内
職
相
談

腹
毎
週
火
曜
日　
午
前
１０
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時
３０
分

複
市
民
相
談
室

※
事
前
申
し
込
み
不
要

物
商
工
観
光
課
☎
焚
２
７
４

９
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間

１
に
運
動　
２
に
食
事　
し
っ
か
り
禁
煙

　
最
後
に
ク
ス
リ
～
健
康
寿
命
の
延
伸
～

健
康
づ
く
り
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

　
い
つ
ま
で
も
健
康
な
体
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
生
活
習
慣
病
は
、
日
常
生

活
の
あ
り
方
と
深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

自
分
が
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
、
健

康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

▼
年
に
１
度
は
健
康
診
査
、
が
ん
検
診
な

ど
を
受
け
ま
し
ょ
う
▼
毎
日
の
食
事
で
、

主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
組
み
合
わ
せ
て
、

お
い
し
く
・
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
ま
し
ょ

う
▼
意
識
し
て
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
▼

自
分
に
合
っ
た
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
▼

自
分
に
合
っ
た
歯
と
お
口
の
ケ
ア
を
習
慣

に
し
ま
し
ょ
う

物
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
９９５
・
３
３
８
１

９
月
１０
日
は
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
、

９
月
１０
日
～
１６
日
は
自
殺
予
防
週
間

　
自
殺
は
個
人
の
自
由
な
意
思
や
選
択
の

結
果
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑
に
関
係
し
、
心

理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
す
。

　
自
殺
は
、
制
度
の
見
直
し
や
相
談
・
支

援
体
制
の
整
備
な
ど
社
会
的
な
取
り
組
み

と
、
う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
へ
の
適
切

な
治
療
に
よ
り
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

身
近
な
人
の
変
化
に
気
づ
い
た
ら
、
ま
ず

は
耳
を
傾
け
ね
ぎ
ら
い
、
支
援
先
に
つ
な

げ
、
温
か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
月
１
回
精
神
科

医
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
１
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
機
関
な
ど

▼
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
５
７
０
・
０６４
・
５５６

▼
支
援
情
報
検
索
サ
イ
ト
（http://

shienjoho.go.jp

）

▼
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
２４
時
間
対

応
）
錆
０
１
２
０
・
２７９
・
３３８

物
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
９９５
・
３
３
８
１

東
京
都
市
圏
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ

調
査

　
県
で
は
、
人
の
１
日
の
動
き
に
関
す
る

調
査
を
９
～
１２
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

対
象
の
世
帯
に
は
、
依
頼
状
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

物
県
都
市
計
画
課
☎
０４８
・
８３０
・
５
３
３
７

労
働
力
調
査

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
県
を
通
じ
て
、

毎
月
「
労
働
力
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
は
、

国
や
都
道
府
県
が
実
施
す
る
雇
用
失
業
対

策
な
ど
の
企
画
・
立
案
を
す
る
う
え
で
重

要
な
指
標
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
調
査

の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
統
計
調
査
員

が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

物
企
画
経
営
課
☎
焚
４
５
４

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

発
売

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
賞
金

は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
５
億
円
で

す
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

災
害
対
策
と
明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り

な
ど
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間　
１０
月
１
日
㈪
～
２３
日
㈫

抽
せ
ん
日　
１０
月
３０
日
㈫

物
（
公
財
）
埼
玉
県
市
町
村
振
興
協
会
☎

０４８
・
８２２
・
５
０
０
４

県
立
特
別
支
援
学
校
塙
保
己
一
学
園

（
盲
学
校
）
高
等
部
専
攻
科
試
験

　
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
、
は
り
、

き
ゅ
う
の
技
能
を
習
得
で
き
ま
す
。

試
験
日　
第
１
次
募
集
＝
１１
月
３０
日
㈮
、

第
２
次
募
集
＝
平
成
３１
年
２
月
１４
日
㈭

覆
県
内
在
住
で
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
▼
両
眼
の
矯
正
視
力
が
お
お
む
ね
０．３
未

満
の
方
、
ま
た
は
矯
正
視
力
が
０．３
以
上
の

方
で
、
盲
学
校
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
方
（
な
お
、

身
体
障
害
者
手
帳
を
未
取
得
の
方
も
含
み

ま
す
）
▼
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
若

し
く
は
平
成
３１
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
、

ま
た
は
こ
れ
ら
の
者
と
同
等
以
上
の
学
力

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

※
第
１
次
募
集
で
募
集
人
員
に
達
し
た
場

合
、
第
２
次
募
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

物
県
立
特
別
支
援
学
校
塙
保
己
一
学
園
☎

０４９
・
２３１
・
２
１
２
１

催
し
催
し

楽
し
く
体
験
！！
ヤ
ッ
キ
ー
ひ
ろ
ば

①「
マ
ジ
ッ
ク
教
室
」

②「
八
潮
お
も
ち
ゃ
の
病
院
」

腹
９
月
１５
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

覆
小
学
生
お
よ
び
保
護
者
同
伴
の
幼
児

淵
①
身
近
な
も
の
を
使
っ
た
マ
ジ
ッ
ク
②

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
直
す

払
２０
人
（
当
日
先
着
順
）

沸
無
料
（
必
要
に
応
じ
て
部
品
代
あ
り
）

※
事
前
申
し
込
み
不
要

物
や
し
お
生
涯
楽
習
館
☎
９９４
・
１
０
０
０

（
受
付
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

市役所の電話
996-2111

FAX
995-7367

０１２０‒８４０‒２２５
防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。通話
料は無料です。

防災行政無線
テレホンサービス

案
内
案
内

　市では、平成27年9月に「八潮市み
んなでいじめをなくすための条例」（い
じめゼロ条例）を制定しました。毎年
9月は「八潮市いじめゼロ強化月間」
とし、市内各小中学校では、いじめゼ
ロへ向けた話し合いや、「ありがとう」
「助かったよ」などの、相手の心を温
かくする言葉を校内に掲示するなど、
さまざまな活動を行っています。
物指導課☎焚３５９

いじめゼロ
強化月間

いじめを「うまない、
見のがさない、ゆるさない」
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